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一
聞
に
つ
い
て
、
大
洗
原
研
の
取
水
路
の
審
議
結
果
が
総
務
常
任
委
員
長
よ
り
検
一
類
審
査
会
制
度
一
歳

一
敷
設
お
よ
び
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
磯
一
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
原
案
通
り
可
決
一
み
な
さ
ん
の
中
主
歎
、
お
P
じ
、
一

議

会

だ

よ

り

一

霊

長

道

周

辺

の

都

市

改

造

事

業

な

一

し

た

の

ち

昭

和

田

主

一

年

度

補

正

予

算

一

焚

一

通

事

故

な

ど

の

被

害

に

あ

っ

て

養

一

名

簿

に

登

録

さ

れ

た

者

の

中

か

ら

く

じ

一

斉

実

町

一

丁

目

一
足
つ
い
で
、
各
関
係
筋
書
室
一
の
撃
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別
会
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
不
起
訴
に
終
わ
一
で
一
選
ば
れ
、
現
実
害
産
の
安
四
一
水
一
戸
地
方
裁
判
所
構
内

九
月
定
例
町
議
会
終
る
一
有
日
問
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哨史旦!来雲表な京い旨でい塩る

i
同鰐腎時日討号U対ザ

一
勤
職
員
の
報
酬
型
攻
詰
用
界
弁
倹
健
に
関
宇
す
る
ニ
る
に
屋
さ
き
塁
だ
苦
ち
、
大

u握』資
妻
蚕
貢
員
よ
告
り
一
ふ
そ
毒
」
あ
の

2よ
フ
是
な
と
主
き
に
は
検
祭
警
答
査
妻
皇
会
会
一
審
査
の
申
し
立
て
は
一
被
害
者
は
無
斜
で
す
。

四
十
二
年
度
決
算
な
ど
一
部
改
正
条
例
を
可
決
し
、
消
防
団
関
係
一
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
責
が
護
、
と
に
な
相
談
下
さ
い
。
審
査
会
で
は
検
察
一

|

|

|

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

-

一
の
条
例
に
つ
い
て
は
総
護
霊
員
会
一
号
、
義
の
の
ち
裏
通
り
承
認
さ
察
木
起
訴
処
分
に
し
た
事
件
で
被
害
一
軍
人
の
普
遁
思
給
ハ
挟
闘
斜
〉
を

二

十

一

案

件

を

審

議

可

決

一

星

と

し

、

町

村

の

非

常

勤

震

が

公

一

れ

E。
一

者

去

ら

納

得

裂

な

い

と

て

審

一

憩

い

で

請

求

し

ま

し

ょ

『

つ

一
務
に
従
事
中
災
害
を
受
け
が
湯
合
の
災
一
つ
ぎ
に
こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
と
な
る
一
査
の
申
し
立
て
を
受
け
た
と
き
、
事
件
一

昭
和
四
十
一
…

Z遣
の
認
定
を
は
一
る
交
通
災
海
共
済
金
の
事
負
担
に
関
一
撃
員
会
が
開
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
一
審
補
償
に
つ
い
て
、
茨
域
県
内
の
金
一
後
藤
清
一
教
育
委
員
の
再
任
の
同
意
が
一
の
記
録
九
議
事
υた
り
、
恋
人
の
尋
問
一
回
和
三
十
六
年
に
恩
給
法
の
一
部
が
一
七
年
十
月
一
日
か
ら
、
扶
助
斜
に
つ
い

じ
め
五
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
一
す
る
条
例
な
ど
二
土
案
件
喜
践
す
れ
議
案
の
霊
が
さ
れ
た
の
ち
、
ニ
一
村
が
共
同
し
て
そ
の
業
務
合
処
理
し
ょ
一
な
さ
れ
、
一
中
型
揚
護
資
金
の
寄
石
罪
の
現
場
を
見
分
し
た
り
し
て
、
事
一
改
正
さ
れ
て
、
重
恩
給
ま
た
は
普
通
一
て
は
昭
和
三
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
そ

〈
水
湾
問
保
)
補
正
予
算
の
ほ
か
、
一
る
、
空
白
話
器
言
、
去
る
九
一
十
六
日
再
会
の
本
会
議
に
お
い
て
会
議
一
う
と
す
る
総
合
設
立
の
規
約
ぞ
承
認
の
一
付
申
し
入
れ
の
報
告
が
あ
り
、
引
き
つ
青
木
起
遺
言
し
た
ζ
と
が
相
当
一
番
燃
が
受

Zれ
な
か
っ
た
方
で
も
五
ぞ
れ
籍
選
管
て
い
ま
す
。
一
の
か
た
が
請
求
を
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
一
曹
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
い
た
し

大
洗
町
消
防
自
の
員
、
覧
、
主
主
高
原
寸
前
十
時
開
会
さ
れ
、
二
一
笑
慎
重
り
一
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
万
ち
い
っ
た
ん
室
、
翠
一
十
五
日
は
一
づ
さ
行
政
全
般
に
宣
つ
て
の
一
般
質
問
で
あ
る
か
、
ど
う
聖
書
い
た
し
ま
議
撞
斉
地
勤
務
の
翌
年
伊
一
算
入
す
品
内
支
該
当
す
る
か
た
は
臨
東
海
軍
一
と
に
な
り
手
。
一
て
お
り
ま
す
が
、
話
題
の
持
寄

与
、
服
務
な
ど
に
関
す
る
条
例
同
退
職
一
十
六
日
ま
で
の
一
一
一
日
間
に
わ
た
り
慎
重
一
第
一
日
の
本
会
議
で
は
、
ま
ず
数
職
一
総
務
、
建
設
、
教
育
民
生
の
各
常
任
委
一
と
応
答
が
真
剣
の
複
に
取
り
交
さ
れ
、
一
す
。
一
る
乙
と
に
よ
っ
て
普
通
恩
給
(
挟
助
一
を
あ
わ
せ
て
一
一
万
二
千
人
と
み
て
い
ま
一
映
で
は
、
町
や
軍
人
恩
給
連
盟
の
協
一
昭
和
四
十
四
年
九
月
一
一
一
十
B
ま
で
、
ま

報
悦
金
の
増
額
、
大
洗
町
火
災
予
防
条
一
な
務
誌
が
行
な
わ
れ
、
治
箔
な
質
疑
応
一
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
改
定
挺
望
の
一
員
会
が
開
か
れ
、
最
終
日
二
十
六
日
の
一
同
臼
午
仙
一
会
は
十
一
人
の
努
奈
良
で
綴
織
一
糾
)
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
#?υ

一
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
約
一
万
人
炉
設
求
力
で
、
ま
だ
諮
求
を
終
わ
っ
て
い
な
い
一
た
扶
助
料
は
、
昭
和
四
十
一
一
一
白

例
な
ど
の
全
面
改
正
、
高
令
者
に
対
す
一
答
が
あ
っ
て
、
用
車
二
十
五
日
に
は
主
主
決
議
を
し
た
あ
と
、
大
洗
港
の
墜
備
計
十
刷
会
議
に
お
い
て
、
消
防
団
関
係
条
例
一
ま
し
た
。
そ
の
選
出
に
つ
い
て
但
選
挙
人
一
た
。
加
算
怒
給
に
つ
い
て
は
昭
和
一
一
一
十
一
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
約
二
千
人
一
か
た
が
た
L

「
加
算
恩
給
股
睦
申
出
一

-TRま
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鱒 46愚

第 46号
発行所

大前町怨揚
発行人

加 藤清
印昂間

新いばらき印昂l鏑
TEL水戸附5191代

し、らあおお昭 齢 48年"1 0 月 2 0臼("1 ) 

明
細
に
つ
い
て
は
別
掲
の
と
お
り
で
一
り
手
レ
た
が
こ
れ
は
昭
和
四
十
コ
翠
度

す
が
、
歳
入
、
歳
出
量
罰
六
百
七
十
八
一
の
医
療
費
に
あ
当
さ
れ
る
も
の
で
す
。

万
円
の
繰
越
金
は
主
と
し
て
昭
和
田
十
一
以
上
む
報
告
申
し
上
げ
豊
か
な
郷
土

一
一
犀
度
の
雲
南
勢
呂
田
同
源
弁
じ
て
使
一
大
洗
町
の
建
設
に
一
層
の
色
支
援
と
。

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
会
計
の
う
ち
水
道
事
業
で
は
歳
一
一
陸
海
自
の
自
衛
官
官
部
第
↑

入
合
計
四
千
一
一
百
盟
刀
円
に
対
し
、
歳
一
防
衛
庁
で
は
、
た
だ
い
ま
臨
海
空
の

「
く
ら
し
を
よ
く
し
、
住
み
よ
い
、
一
出
合
計
四
宇
九
万
号
歳
入
歳
出
差
一
星
警
護
じ
て
い
ま
す
。

1
1

一
引
残
額
百
八
十
五
万
円
の
鶏
余
金
と
な
一
応
募
資
格
は
満
十
八
歳
以
上
二
十
四

回

る

い

町

造

り

」

と

い

う

大

き

な

目

様

一

一

に
向
か
っ
て
警
と
力
強
〈
霊
ず
る
一
り
、
県
下
笠
宮
受
診
警
示
し
て
一
歳
ま
で
の
撃
で
中
学
校
事
業
程
度
の

郷
土
大
洗
町
の
歩
み
を
表
わ
す
一
男
四
一
い
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
皆
一
学
力
が
あ
れ
ば
誰
で
も
応
募
で
雲

士
重
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
一
警
の
む
理
解
あ
る
な
協
力
毒
て
保
一
す
。
/

一
険
税
の
納
税
成
績
も
踊
張
で
歳
入
合
計
一
志
願
の
手
続
き
な
と
え
わ
し
い
こ
と

こ

こ

に

そ

の

あ

ら

手

レ

を

ご

報

告

い

一

一

一
一
億
一
壬
一
百
五
十
五
万
円
に
対
し
、
一
は
、
役
場
総
務
課
か
、
自
衛
官
募
集
相

た
し
ま
す
。
一
歳
出
合
主
徳
一
千
百
四
十
二
万
号
一
談
所
ま
た
は
自
震
茨
城
地
方
連
絡
部

ま

主

歳

入

を

み

ま

す

と

町

の

主

喜

一

一

一
羽
葎
度
に
二
百
十
一
二
万
円
の
繰
越
と
な
一
(
水
一
戸
市
)
等
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

源

で

あ

り

ま

す

町

税

の

収

入

陸

最

の

一

.

と
理
解
あ
る
む
盟
力
に
よ
り
九
十
八
パ
一
勺

i
i
i
i
t
E
t
-
-
t
i
j
i
-
-
i
i
i
t
5
t
i
t

1
セ
ン
ト
の
優
れ
た
納
税
成
績
を
収
一
…
明
治
百
年
記
念

め
、
国
か
ら
の
受
付
税
、
事
業
に
伴
う
一
日

間
、
県
か
ら
の
寄
金
、
起
債
な

5
一

一

菊

五

百

磯

節

ま

つ

り

順
調
に
入
D
串

C
た

。

一

h
t
i
'
1
1
1
1
J
・

一
万
歳
出
の
砲
で
は
教
育
費
が
全
体
一
四
さ
わ
や
か
な
稔
り
の
秋
を
、
理
え
ま

の
一
秀
の
一
を
占
め
投
入
額
の
否
き
一
一
し
た
。
大
洗
町
の
秋
の
一
大
行
事
で

塗
万
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
約
七
二
あ
り
ま
す
。
磯
節
ま
つ
り
・
も
皆
様
方

O
Mの
一
億
一
一
平
三
百
万
円
。
っ
ち
町
一
山
の
と
協
力
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
盛
大

支
出
金
一
手
七
百
万
円
)
が
磯
浜
小
学
一
山
に
な
っ
て
一
参
り
ま
し
た
。

校
、
大
賞
小
学
校
、
祝
町
小
学
校
の
防
一
四
特
に
本
年
は
明
治
百
年
記
念
の
年

資
改
築
工
童
相
誇
L
投
入
さ
れ
て
い
る
一
向
で
あ
り
意
務
あ
ら
た
な
も
の
が
あ
り

わ

け

で

す

。

一

日

ま

す

。

こ

こ

に

第

五

回

を

む

か

え

関

こ
の
ほ
か
港
湾
建
設
、
道
路
舗
装
、
一
一
年
ど
お
り
来
る
十
一
月
二
日
、
三
日

勘
十
期
援
立
工
事
等
の
負
担
金
、
工
事
一
一
と
二
日
聞
に
わ
た
り
次
の
要
領
に
よ

資
が
六
千
三
百
万
円
、
農
業
、
漁
業
の
一

w
D行
な
わ
れ
ま
す
ど
う
ぞ
こ
ぞ
っ
て

振
興
対
策
事
業
費
一
平
方
円
、
し
尿
処
一
四
円
」
参
加
下
さ
い
。

理
場
建
設
負
担
金
一
千
二
百
万
円
、
庁
一
由
主
な
行
事

舎
建
設
積
立
金
一
一
千
万
円
、
が
主
な
事
一
戸
(
前
夜
母
上
一
日
夜
、
由
松
グ
ラ

業
投
資
と
な
っ
て
い
ま
す
。

…
備
え
あ
れ
ば

撞
い
な
し
/
…

小
規
模
金
聾
議
組
合
に

加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う

ワ
ジ
ド

一
、
六
洗
民
務
、
明
治
百
年
お
ど
り

大
会

一
、
商
底
会
、
旅
館
組
合
連
合
会
、
磯

節
保
存
会
、
連
合
青
年
団
の
山
車

ハ
本
祭
)
上
一
百
午
前
・
午
後
町

内一
、
機
節
お
ど
否
パ
レ
ー
ド

一
、
明
治
百
年
仮
装
行
列
コ
シ
ク
l

'レ
一
、
広
倍
率
パ
レ
ー
ド

一
、
山
由
串
宰
護
者
は
前
夜
祭
と
向

じ
)
}
旅
館
連
合
会
山
車
に
は
京
都

祇
閣
の
舞
妓
が
参
加
し
ま
す
。

入歳出

額

90，412，857 

4，070，100 

124，416，000 
44，033，650 
7，316，240 

133，107，277 
12，608.758 
41. 987， 914 

902，820 
745，∞0 

27，464，925 
3，026，485 

39，000，000 

I 529，092，0ぉ|

f斉ス、

72.185，000 

4，000，000 

85，948，000 
38，999，000 
7，818，000 

135.080.000 
13，678.000 
118，577，000 

995，000 
745，000 

27，464，000 
1. 251. 000 

57，000，000 

現算款

町 税

娯楽施設利用税
交付金
地方交 付 税
分担金及び負担金

使用料及び手数料
国庫支出金

県 支出 金

財産収 入
寄付金
繰 入金

繰 越 金
諸 収入
町債

1. 
2. 

3. 
4. 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 
10. 
11. 
12. 
13. 

額

•••••••.•••.•• 2
A

っ“
q
u
A
せ
に
d
a
U
ヴ
'
白
U

白
d
n
υ
2
A

ワ
u
q
d
A宮

唱

-A

・EA
-
a
A
-
E
A
-
z
A

出

12，142.304 
85，201. 473 
39，126，667 
39，758，258 
3.138，064 
30，148，997 
10，809.397 
90，772，477 
7，232，010 

189，407，422 
0 

14，569，470 
0 
0 

額|支
12，457，000 
89，795，000 
43，654.000 
41，821.000 
3，757，000 
32，323，000 
11，757，000 
105.002.000 
8，216，000 

198，904.000 
10，000 

14，996，000 
100，000 
948，000 

現算|予款

費
費
費
費
費
費
品
交
費
費
費
費
費
金
費

産

関

出

会
務
生
生
働
水
ヱ
木
防
育
復
債
備

林

容

支

議
総
民
衛
労
農
商
土
治
教
災
公
諸
予

昭

和

臼

年

度

決

算

に

拡

け

る

性
質
別
経
費
内
訳
図

563，740，000 

入歳

計合入言覧

0.8% (4，070) 
1.4% (7，316) 
0，1% (745) 

0.6% (3，026) 

県支出金 3%(12，608) 

522，306，539 

娯楽施設利用税
使用料手数料
繰入金
鰭収入

563，740，000 

出

計

歳

3% (14，570) 

失機対策事業費
維持繍修貸
扶助資

A 
ロ歳出

公償責
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新
し
く
で
き
る

住
民
基
本
台
帳

作
成
に
ご
協
力
を

お揮 4 6智

か
も
め
の
便
り

町

長

力日

藤

清

H

兄

か

、

ゴ

ミ

処

理

の

問

題

は

、

夏

ば

か

り

暫
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。
そ
の
で
な
く
日
常
生
活
の
上
が
ら
も
よ
き
議

後
御
元
気
の
事
と
存
じ
ま
す
。
今
年
の
境
づ
く
り
の
点
か
ら
も
非
常
に
大
事
な

夏
は
久
し
振
り
で
お
目
に
か
か
り
、
厳
問
題
な
の
で
現
在
関
係
各
課
で
も
真
剣

近
の
町
の
状
況
も
み
て
資
お
う
と
楽
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
水
道
は
現
在

み
に
し
て
お
り
事
レ
た
が
、
遂
々
お
出
一
日
四
千
ト
ン
の
水
源
を
持
っ
て
お
り

で
が
な
く
残
念
で
し
た
。
、
今
年
の
夏
は
最
高
一
二
主
ハ
百
ト
ン
迄
で

紺
碧
の
海
と
臨
め
く
よ
う
な
真
支
の
切
絞
け
ま
し
た
。
去
年
の
夏
の
最
高
時

太
陽
で
賑
は
っ
た
浜
も
す
っ
か
り
秋
の
は
こ
千
六
百
ト
ン
で
し
た
か
ら
一
年
間

色
が
必
く
な
り
、
混
合
1

渡
る
風
も
さ
わ
で
一
千
ト
ン
の
消
印
日
震
の
摺
加
で
す
が

や
か
で
す
。
今
年
の
夏
は
予
期
に
反
し
来
年
度
は
か
な
り
消
総
力
が
湘
大
す
る

人
出
も
作
年
よ
り
少
々
減
り
キ
や
レ
た
。
見
込
な
の
で
ど

ppuて
も
拡
張
し
な
け

日
曜
毎
に
台
風
が
あ
り
、
そ
の
影
響
は
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来
年
か
ら
一
一
一
ヶ
年

ふ
一
論
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
堀
計
画
で
一
億
五
千
万
か
か
る
兇
込
で
す

り
下
げ
れ
ば
、
そ
の
他
に
も
色
々
原
因
が
、
問
題
は
財
政
な
の
で
す
。
ゴ
ミ
処

が
あ
り
、
先
日
の
反
省
会
で
も
討
論
が
理
場
も
向
様
で
、
現
在
は
八
ト
ン
の
焼

行
な
わ
れ
手
レ
炉
」

0

特
に
人
身
事
故
は
却
炉
で
す
が
こ
れ
が
夏
期
に
な
る
と
倍

年
々
矯
大
ず
る
傾
向
に
あ
り
、
今
年
も
に
ふ
く
れ
上
る
。
今
年
は
大
変
住
民
の

そ
の
対
策
に
は
随
査
官
レ
ん
だ
も
の
で
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
の

す
。
た
だ
来
年
樗
L
は
大
洗
の
浜
へ
県
で
す
が
、
来
年
夏
迄
に
は
ど
う
し
て
も

の
施
策
で
あ
る
子
供
の
国
の
事
業
と
し
二
十
ト
ン
の
焼
却
炉
に
拡
張
し
な
け
れ

て
、
大
プ
1
ル
、
水
族
館
、
県
営
キ
ャ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
亦
資
金
の
需
要
が
葵

ン
プ
揚
が
計
画
さ
れ
て
お
幻
ま
す
の
大
で
す
。
私
共
の
町
で
は
季
節
的
な
人

で
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
緩
和
さ
れ
る
口
婚
の
た
め
平
常
か
ら
巨
額
の
投
資
を

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
水
道
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
そ
こ

で
確
実
に
な
お
す
事
の
出
来
る
病
気
で

す
。
乙
の
検
査
を
赤
ち
ゃ
ん
に
無
斜
で

行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
尿
検
査

ァ
、
生
後
二
1
四
週
間
の
聞
に
新
生

児
(
生
後
二
八
日
以
内
を
い
う
)
訪

問
指
導
の
と
き
、
助
産
婦
が
間
以
の
検

査
を
行
な
い
ま
す
。

ィ
、
生
後
十
日
位
過
ぎ
た
ら
蛍
3
近

〈
の
助
産
婦
に
連
絡
し
て
訪
問
指
導

と
尿
の
検
査
ぞ
う
け
て
下
さ
い
。

夕
、
一
ヶ
月
以
内
に
新
生
児
又
は
未

熟
児
の
訪
問
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

は
役
場
か
、
保
健
所
に
と
連
絡
ポ
さ

わ

V

。
プ
エ
ニ
l
ル
ケ
ト
ン
屡
症
の
治
療
明
日

の
援
助

検
査
の
結
果
フ
ヱ
ニ

l
ル
ケ
ト
ジ
尿

症
で
あ
っ
た
場
合
は
、
精
神
明
神
弱
を

防
止
す
る
た
め
の
食
餌
法
令
戸
け
な
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の

医
療
究
の
一
部
は
県
か
ら
援
助
さ
れ

ま
す
。

に
大
発
}
な
悩
み
が
あ
る
わ
け
で
す
。
然

し
こ
の
ま
ま
で
行
け
ば
夏
期
水
道
が
断

水
に
な
っ
た
り
、
ゴ
ミ
の
処
理
が
出
来

な
く
な
っ
た
り
し
て
大
変
で
す
。
ど
う

し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
こ
れ
に
関
連
し
て
料
金
の
改
訂
と

い
う
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
が
慎
重
に

検
討
を
L
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
判

っ
て
戴
け
手
レ
よ
ろ
か
。
も
う
一
つ
の

聞
胞
は
国
民
健
康
保
険
で
す
。
町
の
医

療
焚
総
額
は
昨
年
度
一
億
四
千
万
円
で

し
た
が
、
今
年
は
一
億
九
千
万
円
に
上

る
男
通
し
で
す
。
医
師
資
が
年
々
よ
っ

て
お
り
、
然
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

割
合
は
茨
城
県
の
市
町
村
で
も
大
洗
が

ト
ッ
プ
で
一
年
間
平
均
一
人
四
四
半
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
賄
う
た
め

に
勿
論
国
の
補
助
や
防
の
繰
出
金
も
入

れ
て
や
っ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
所
得

割
や
資
産
割
の
他
に
均
等
割
で
一
世
帯

当
り
年
間
六
百
円
の
保
険
斜
の
増
加
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

病
気
に
な
っ
た
時
の
対
策
と
し
て
多

く
の
社
会
保
障
の
中
で
も
健
康
保
険
は

ほ
ん
と
に
大
事
な
制
度
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
財
政
の
問
題
に
な
り
一
ま
す

が
国
民
全
体
の
健
援
の
た
め
、
地
方
自

治
体
の
財
政
の
た
め
、
国
は
も
っ
と
も

っ
と
本
腰
を
入
れ
て
か
か
る
べ
き
で
あ

る
と
信
じ
ま
す
。

H
兄

常
に
御
心
配
を
か
け
て
お
り
手
レ
た

大
洗
浴
の
建
設
も
着
々
と
進
ん
で
お
り

ま
す
。
た
だ
岩
盤
を
作
る
た
め
の
地
盤

が
予
想
外
の
固
い
岩
盤
を
爆
破
す
る
作

業
で
非
常
に
バ
難
航
し
て
お
り
宇
レ
た

が
、
師
附
〈
解
決
の
線
を
回
抽
出
し
、
現
在

捜
立
事
業
も
再
事
レ
手
レ
た
の
で
、
来

月
か
お
そ
く
も
再
来
月
に
は
待
望
の
市

場
も
着
工
の
課
ひ
に
な
る
同
伊
辛
子
。

南
防
波
堤
延
長
も
今
年
九
一
一
一
米
決
定
し

宇
レ
た
し
来
年
度
に
は
船
も
入
れ
る
と

思
い
ま
す
。
原
研
も
今
度
新
ら
し
く
動

燃
事
業
団
が
入
り
、
高
速
実
験
炉
の
建

設
も
始
ま
あ
の
で
先
日
は
議
会
の
特
別

委
員
と
一
諸
に
一
日
学
習
活
動
を
や
り

手
レ
た
。
丁
度
表
紘
一
村
に
数
年
前
か
ら

一
品
速
炉
の
実
験
装
憶
が
出
来
て
お
り
ま

す
の
で
、
中
性
子
装
脇
陣
や
燃
斜
の
研

究
、
そ
れ
に
関
連
す
る
安
全
施
設
等
を

質
疑
討
論
の
形
で
勉
強
し
た
わ
け
で

す。
大
洗
原
研
の
中
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
研

究
機
も
遂
次
出
来
て
来
て
お
り
、
殊
に

材
盟
副
験
炉
で
造
る
コ
パ
ル
上
ハ
O
の

研
究
も
力
炉
一
入
れ
て
行
く
と
い
う
の
で

一
日
も
阜
く
私
達
の
平
和
な
日
常
生
活

の
諸
分
野
に
活
用
が
出
来
る
よ
n

つ
強
く

要
望
し
て
い
る
次
第
で
す
。

鹿
島
線
の
問
題
は
少
々
お
く
れ
て
お

り
ま
す
が
、
停
車
場
の
位
置
や
幹
線
道

路
の
計
屈
も
だ
ん
だ
ん
固
ま
っ
て
来
ま

4 

言皇室
絡、往
す態、診

iii 
し、方
て民に

E雪集
い篠す

岳
山
病
人
の
た
め
の

深
夜
診
嬢
の
翻
案
内

し
た
の
で
そ
れ
に
関
連
す
る
都
市
改
造

事
業
と
併
せ
涜
在
計
画
を
樹
て
て
お
り

ま
す
。
何
し
ろ
町
に
と
っ
て
初
め
て
の

大
事
業
で
あ
り
伸
び
{
ケ
九
釘
の
将
来
を

考
え
て
出
来
る
だ
け
立
派
な
も
の
を
作

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
防
宜
屡

舎
は
今
年
は
祝
前
大
賞
小
が
建
設
中
で

す
が
、
夏
海
小
は
校
庭
が
少
々
狭
い
の

で
拡
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
夜
計

画
ぞ
樹
て
て
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

H
兄

今
年
は
明
治
百
年
で
す
が
策
京
の
方

は
如
何
で
す
か
、
私
の
町
で
も
明
治
百

年
記
念
行
事
と
し
て
庁
舎
の
建
設
や
槌

樹
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
心
ば
か
り

は
や
っ
て
中
々
予
定
通
り
に
行
き
ま
せ

ん
、
し
か
し
、
あ
の
悶
難
な
時
代
ぞ
乗

り
超
え
近
代
日
本
の
方
向
指
ι
定
め
た
先

輩
の
気
迫
と
努
力
を
想
い
姿
勢
を
手
ー
レ

て
私
一
達
の
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
と
取

組
ん
で
行
く
積
り
で
す
。

今
年
は
明
治
百
年
を
記
念
し
て
十
一

月
二
日
一
一
一
日
感
大
に
磯
節
ま
つ
り
キ
日
開

催
す
る
予
定
で
す
か
ら
是
非
御
来
遊
下

さ
い

Q

尚
お
申
し
お
く
れ
ま
し
た
が
、

四
十
一
-
一
年
度
の
決
算
が
別
掲
の
如
〈
出

来
ま
し
た
。
御
批
判
下
さ
ら
ば
幸
一
甚
で

す
。
未
舗
串
乍
ら
皆
さ
ま
の
御
健
勝
を
お

祈
り
致
一
し
ま
す
。

ーー.A

旧
軍
人
、
軍
属
そ
の
遺
族
な
ど
の

恩
給
年
金
等
が
十
月

増
額
に
な
り
ま
す

号

室
重
重
護
伝

恩、

部

ぞ

最
長

慰

霊

護
金

等
が
こ
と
し
の
十
月
一
日
か
ら
鳩
額
さ
れ
ま
す
。
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が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
様
な
万
は
正
確
な
台
帳
を
作
る

の
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
急
E

し
く
、
所
定
の
手
続
き
を
と
っ
て
下
さ

じ
V

も
し
こ
の
様
な
時
、
屈
を
怠
る
と
基

本
台
帳
法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

町
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
義
務
を
一
比
一
こ
に
置
い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
ケ
ー
ス
一
あ
り
ま
す
の
で
む
注
意
下
さ
い
。

確
に
、
そ
し
て
統
一
的
に
登
録
し
て
、
一
ー
ー
ー

l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
i
l
i
-
-
i
l
J

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が
町
に
さ
れ
る
、
い
一

ろ

い

ろ

な

票

結

単

に

し

て

、

事

務

の

一

…

保

健

婦

だ

よ

り

…

近
代
化
を
は
か
る
た
め
に
、
今
回
住
民
一
一

-iter--iili--r

点
台
帳
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り

t
一
一
よ
い
子
を
生
み
育
て
る
た
め
母
子
が
一

た

一

一

無

斜

で

検

査

を

う

け

ら

れ

ま

す

。

…

こ
の
台
帳
に
は
、
従
来
の
住
民
笠
録
一

r

の
こ
と
、
選
挙
権
の
こ
と
、
配
給
の
こ
一
①
、
助
産
婦
に
よ
る
新
庄
児
訪
問
一
乳
の
仕
方
、
そ
の
他
の
母
子
衛
生
の
棺

と
、
国
民
年
金
川
、
と
、
国
民
健
康
保
一
生
後
二
十
八
日
ま
で
に
二
回
、
助
産
一
談
、
指
導
に
助
産
婦
が
各
家
庭
の
訪
問

険
の
こ
と
な
ど
一
ね
し
て
記
入
さ
れ
ま
一
婦
に
よ
る
無
斜
の
訪
問
指
導
が
受
ザ
り
一
秒
行
な
い
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
受
け

ず

。

一

れ

ま

す

。

赤

ち

ゃ

ん

が

母

体

外

で

発

育

一

て

下

さ

い

。

し
か
し
こ
の
伊
業
は
容
易
で
な
く
、
一
す
る
能
力
が
完
全
に
な
る
ま
で
に
は
約
一
@
、
フ
ヱ
ニ

1
ル
、
ヶ
ト
ジ
尿
度

実
際
に
は
い
ろ
い
ろ
と
不
つ
き
あ
わ
せ
一
回
、
五
週
間
か
か
り
ま
す
。
一
を
早
期
発
事
レ
、
糟
薄
児
の
発

が
出
て
き
妄
す
。
例
え
ば
太
町
に
住
ん
一
出
生
直
後
の
生
活
能
力
は
、
不
安
定
一
生
ぞ
防
止
じ
よ
う
。

で
い
て
選
挙
権
な
ど
は
こ
こ
に
あ
る
の
一
で
す
の
で
、
保
育
に
つ
い
て
の
環
境
、
一
精
神
薄
弱
の
原
因
の
中
で
フ
エ
ニ
ー

に
、
住
民
間
設
や
配
給
を
そ
の
ま
ま
こ
一
安
静
保
持
、
感
染
の
防
止
、
手
レ
い
授
一
ル
ケ
ト
ン
同
誌
は
、
予
防
法
、
治
療
法

O
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金

真
展
。

。
同
用
諸
施
設
の
無
籾
公
開
、
施
設
見
学

♀
同
年
議
会
、
婦
人
議
会
。

O
茨
城
県
者
術
祭
、
綜
合
農
業
祭
、
工

業
展
、
発
明
工
夫
展
、
各
種
大
会
、
研

究
雲
間
、
表
彰
等
で
す
。

老
人
タ
ラ
ブ
の

温

奉

仕

、'
ν 

O
撃
事
工
芸
¥
(
会
員
七
一
名
会
長

大
部
与
四
郎
民
)

ぞ
う
発
九
五

O
O枚

。
大
蔵
会
ハ
会
員
一
一
一
六
名
、
会
長
佐
藤

田
同
七
民
)

ぞ
う
会
九
一
六
O
枚

。
一
段
出
陣
清
掃
奉
仕
ハ
大
貫
一
時
出
陣
)

大
蔵
会
及
び
清
水
会
(
会
員
四
一
二
名

会
長
米
川
喜
一
郎
氏
)
で
は
、
七
月
、
八

回ぃ
I

地
区
の
子
供
会
父
兄
と
一
緒
に
海

岸
清
掃
に
協
力
し
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

右
の
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
抽
附
さ
れ
た
、
ぞ

う
き
丸
、
は
会
員
の
み
な
さ
ん
が
ク
ラ

ブ
奉
仕
活
動
と
し
て
自
分
遠
の
手
で
、

丹
念
に
仔
り
れ
た
も
の
で
、
阜
速
、
小

日
か
ら

車3255225j自主事2722主義ふ必品九|向島唱す計官官fZ71(主I~Oなλvz
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館A-6 母

新
し
く
な
っ
た
惑
国
事

今
の
投
場
は
昔
の
い
わ
ゆ
る
お
疫
所
で
は
な
い
。

近
代
的
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
着
々

脱
皮
し
つ
つ
あ
る

今
回
の
機
構
改
革

に
よ
り
、
役
場
の
窓

口
担
当
課
が
大
去
で
か
わ
り
ま
し
た
。

一
各
課
ま
ち
ま
ち
に
あ
っ
た
窓
口
が
一
本

一
化
さ
れ
て
、
役
場
に
用
の
あ
る
方
は
佳

一
国
課
の
窓
口
(
中
央
玄
関
ス
っ
て
突
き

一
あ
た
り
)
に
お
い
で
に
な
れ
ば
、
ほ
と

一
ん
ど
の
用
が
た
せ
る
事
に
な
り
ま
し

一た。
一
住
民
課
で
あ
っ
か
う
仕
事
は
皆
さ
ん

、
一
に
直
接
関
係
の
探
い
も
の
で
、
主
な
も

『
し
一
の
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
す
。

一
1
、
住
民
基
本
台
帳

一
2
、
国
民
健
康
保
険
(
税
を
除
争

、，一

3
、
由
民
年
金

P
工
4
、
食
樹
配
給

一
5
、
戸
籍

一
6
、
印
鑑
凶
暴

〉
一

7
、
旦
一
履
健
保

4
0
一
8
、
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー
交
付

9
、
外
人
間
最

おお

日
、
各
種
の
諸
証
明
一
思
い
ま
す
の
で
お
申
出
下
さ
る
よ
う
、

そ
の
他
妊
矯
手
様
の
交
付
や
、
車
の
一
お
願
い
し
ま
す
R

臨
府
運
行
の
仮
ナ
ン
バ
ー
交
付
、
火
葬
一
住
民
課
で
は
一
番
先
き
に
、
ま
ず
一
町

場
使
用
の
受
付
ま
で
窓
口
に
関
係
す
る
一
民
の
便
利
と
一
す
こ
と
を
考
-
そ
仕
事

も
の
は
ほ
と
ん
ど
住
民
課
で
行
な
っ
て
一
し
そ
し
て
わ
る
わ
け
で
す
が
、
お
気
付
の

お
り
一
ま
す
。
一
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
印
出
下
さ
る

な
お
窓
口
改
善
で
お
気
付
の
点
が
あ
一
様
お
願
い
し
ま
す
。

り
ま
し
た
ら
今
後
の
資
料
と
し
た
い
と
一

a

，、，、，
E
a

，、，、，
E.

，、，‘.，、，、，，ョ，、，‘，，、，、，.、，、，‘
.a
，、，‘，，匹、，、，軍司，、，‘，官、，、，軍司，
v

、

「
成
人
式
の
あ
り
方
」

意
向
調
査
の
結
果
は
?

成
人
の
日
と
そ
の
記
念
行
事
に
つ
い
一

て
来
年
の
成
人
該
当
者
四
六
三
名
と
そ
一

の
父
兄
な
と
、
二
一
一
一
O
名
の
方
々
か
ら
一

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
意
向
聴
取
調
一

査

を

行

な

い

ま

し

た

。

一

そ
の
結
果
の
主
な
と
こ
ろ
を
お
知
ら
一

せ

し

ま

す

と

、

一

平
常
の
飲
削
糾
枠
水
に
も
こ
と
か
き
、
悶
額
は
三
百
四
十
五
万
円
で
あ
り
ま
す
。

つ
て
い
る
磯
浜
愉
坊
引
川
区
比
新
町
お
台
以
場
刷
周
当
該
地
域
で
は
、
本
管
布
設
工
事
が
終

辺
、
お
よ
び
、
姻
割
地
区
で
は
か
ね
て
ら
な
い
噴
う
フ
ち
か
ら
一
臼
で
も
同
早
干
〈
給
水

よ
hU日
水
道
の
配
管
を
し
て
欲
し
い
と
の
で
き
る
よ
'
う
つ
に
し
て
ほ
し
い
と
工
事
申

品悦判い安甥認繋…h

一
が
あ
り
ま
し
た
、
町
で
は
ζ

込
の
手
統
を
し
て
い
た
が
現
在
で
は
新

月一土恥れ川ピ“らh
人

ρ心
人
に
対
し
次
の
よ
う
に

O
一阻
ιか
市
制
て
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
件
の
工
事
が
完
了
し
給
水
ぞ
行
な
っ
て

寸

一

し

た

。

お

り

地

域

の

住

民

か

ら

一

沼

田

ば

れ

て

お

り

年
一
大
洗
町
上
水
道
第
二
次
拡
張
事
業
と
ま
ず
。

3
一
し
て
凶

J

山
町
新
町
地
域
と
掘
割
地
域
の
門
率
直
メ
ー
タ
ー
検
針
〕

4
士
一
カ
所

J
1い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
水
道
の
給
水
民
主
削
る
た
め
水
道
の

和
一
配
水
本
合
布
設
工
事
の
内
容
及
び
給
水
使
用
者
。
と
に
世
一
水
器
(
メ
ー
タ
ー
)

昭
一
狭
山
川
工
事
の
状
況
は
次
の
と
お
D
で
あ
を
取
付
け
、
毎
月
水
道
調
印
の
係
員
が
一

一
り
ま
す

U

日
か
ら
七
日
間
伎
の
聞
に
検
針
を
行
な

一
新
町
地
域
の
本
代
一
川
一
代
四
一
二
米
っ
て
い
ま
す
。

〉
一
で
消
火
栓
三
基
が
つ
き
、
覇
地
裁
は
検
針
は
、
水
遊
撃
が
桑
出
す
る
洛

g
一
延
長
八
O
六
米
で
本
管
の
口
径
は
同
地
本
と
な
る
も
の
で
重
姿
な
も
の
で
す
が

r、
一
城
と
も
七
五
組
で
あ
れ

J

ま
ず
。
一
部
に
は
浸
水
器
の
上
ゃ
、
周
辺
に
物

こ
の
本
管
布
設
拡
援
ヱ
湿
の
ヱ
校
総
キ
」
箆
い
で
あ
っ
て
検
針
が
で
き
な
い
場

山田

。
成
人
式
は
今
後
と
も
中
央
筋
す
べ
き

だ
と
い
う
窓
見
の
方
(
二
四
一

答
)
の
う
ち
、

O
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
て
社
会

的
資
任
を
担
う
こ
と
に
な
る
の

だ
か
ら
し
っ
か
り
し
た
怠
義
あ

る
行
事
に
し
た
い
。
回
答
(
幻

合
が
あ
幻
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
原
悶
で
、
は
県
水
器
の
故
障
や
漏
水

を
起
し
て
い
る
例
が
た
び
た
び
あ
り
ま

す
の
で
注
放
し
て
、
施
品
江
の
維
持
管
理

に
C
協
力
く
だ
さ
い
。

{
水
道
副
利
用
の
新
刈
入
】

水
道
を
新
た
に
利
川
し
よ
う
と
す
る

も
の
は
、
そ
の
水
道
工
事
申
込
を
水
道
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酪 Tf手県す

泉
大
会
マ
準
調
理
勝
し
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
i
ム
前
列
有
A
M

ら
問
問
緩
ろ

く
ゑ
、
上
山
千
代
子
、
吉
川
興
一
広
(
監
督
)
渡
辺
洋
子
、
亀
山
拳
枝
、
後
列
お

か
ら
米
川
礼
子
、
大
内
姫
子
、
右
図
い
っ
、
柳
ひ
さ
江
、
佐
久
間
郁
子

奇襲込

諸
証
明
願
の
様
式
を
一
定

乙
の
申
請
醤
一
枚
で
印
鑑
証
明
か
ら
、

パ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー
変
付
ま
で

今
回
の
改
正
で
一
枚
の
申
請
書
で
一
一
が
で
き
ま
す
。

切
の
諸
証
明
か
ら
、
戸
籍
の
摺
・
抄
本
一
印
鑑
証
明
の
必
要
な
時
本
人
が
役
一

や
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー
交
付
ま
で
使
用
一
場
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
本
人
の
養

ベ
一
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
任
状
を
添
え
て
成
年
の
代
理
人
に
よ
っ

ベ
一
乙
の
申
請
替
は
原
則
と
し
て
は
、
む
一
て
印
鑑
証
明
交
付
の
申
請
を
す
る
こ
と

チ
一
自
分
で
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
が
で
き
ま
す
。

ル
一
す
が
、
印
鑑
証
聞
と
詐
価
証
明
を
の
ぞ
一
評
価
証
明
等
税
務
関
係
の
証
明
は
原

い
一
い
て
は
、
お
申
し
出
の
方
に
は
窓
口
で
一
則
と
し
て
、
本
人
で
な
け
れ
ば
下
付
し

三
代
っ
て
、
奮
い
て
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
一
ま
せ
ん
。
し
か
し
本
人
の
同
窓
響
曲
1

諦

ル
一
印
鑑
の
護
や
印
鑑
の
変
更
一
は
原
則
と
支
た
時
、
又
は
訴
訟
法
〈
第
二
三
条

止
し
て
は
本
人
で
な
い
と
出
来
ま
せ
ん
。
一
等
)
な
ど
で
使
用
す
る
時
は
本
人
で
な

け
山
一
も
し
、
本
人
が
垣
見
な
ど
特
別
の
事
情
一
く
て
も
交
付
」
ま
す
。

側主
Zて
も
役
場
に
こ
ら
れ
な
い
時
一
委
任
状
、
同
意
替
の
様
式
は
役
場
備

一
は
印
鑑
属
を
し
て
あ
る
成
人
二
人
以
上
一
付
の
一
説
明
顧
の
裏
面
に
つ
い
て
い
ま
す

一
連
醤
の
保
証
番
と
、
委
任
状
を
路
え
て
一
か
ら
、
御
利
用
下
さ
い
。

成
年
の
代
理
人
に
よ
D
申
請
す
る
こ
と
一

新
町
堀
割
地
区
ヘ

給
水
は
じ
ま
る

戦
目
立
市
を
一
了
。
で
欺
り
決
勝
戦
に

す
す
み
ま
し
た
が
強
援
常
陸
太
田
市
チ

ー
ム
と
対
戦
し
惜
し
く
も
優
勝
を
の
が

主
し
た
。
青
年
男
子
チ
i
ム
は
一
回

戦
者
市
と
対
戦
し
義
友
事
敗
れ

ま
し
た
。

金
大
洗
野
球
部
、
市
町
付
対
抗

野
球
大
会
マ
惜
敗

茨
城
新
聞
社
主
催
の
第
十
九
回
市
町

村
対
抗
野
球
大
会
が
さ
る
八
月
一
一
百
か

ら
十
日
ま
で
各
郡
市
代
表
一
一
一
十
一
チ
ー

ム
が
参
加
、
県
営
球
場
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
金
大
洗
野
球
部
は
東
茨
城
郡
代

表
と
し
て
出
場
、
一
回
戦
北
茨
城
市
を

一
一
]
一
、
二
回
戦
竜
ケ
崎
市
を
五
i
一

で
敗
り
準
決
勝
に
必
出
、
前
年
度
健
勝

の
全
東
海
と
対
瞥
了
一
二
で
償

νtも

敗
れ
ま
し
た
。

浦
川
満
間
選
手
陸
上

五
千
米
で
優
勝

ー
県
民
総
合
体
育
大
会
1

一h
y

一

人

一

回

一

円

共

演

青
森
上
東
京
間
駅
伝
な
ど
で
活
躍
し

て
い
る
護
保
の
名
ラ
ン
ナ
ー
病
満
一
に
加
入
し
ま
し
ょ
『
タ

司
選
手
(
大
洗
除
研
勤
務
)
は
町
の
代
一
毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

表
巡
手
と
し
て
第
四
間
同
民
総
合
体
育
一
ス
が
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
て
一
報

大
会
、
六
十
月
二
十
二
日
県
営
陣
卜
読
一
じ
ら
れ
、
交
通
安
全
の
問
題
は
大
き
な

技
場
)
一
般
の
部
陸
上
五
、

0
0
0米
一
社
会
問
題
と
し
て
、
い
ま
や
そ
の
対
策

に
出
場
、
十
五
分
一
一
移
八
の
好
タ
イ
ム
一
が
全
国
的
に
叫
ば
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
取

で
堂
々
俊
勝
し
ま
し
た
。
一
的
手
研
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
浦
川
選
手
は
十
月
一
げ
か
ら
一
焚
品
災
答
共
持
事
菜
も
そ
の
一
環
と

行
な
わ
れ
る
福
井
同
体
に
茨
城
県
代
表
一
し
て
一
以
下
の
市
町
村
が
共
同
し
て
共
済

と
し
て
出
叫
す
る
こ
と
に
な
り
そ
の
活
一
組
合
を
つ
く
り
皆
さ
ん
の
た
め
に
安
い

詔
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
掛
金
(
年
大
人
三
百
六
十
円
、
中
学
長

以下一一一一百

B
で
万
一
の
場
合
、
温
か

い
保
障
が
受
ザ
り
れ
る
よ
う
に
つ
く
ら

れ
#
制
度
で
す
。
も
し
事
故
に
あ
っ
た

場
合
は
段
高
五
十
万
円
ま
で
の
見
持
金

が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
入
を
希
望
す
る
人
は
住
所
、
生
年

月
日
及
び
世
帯
主
の
名
前
ぞ
役
回
叫
ん
交
通

係
に
申
し
出
て
、
会
授
か
一
納
入
す
れ
ば

そ
の
翌
日
か
ら
会
員
に
な
り
効
力
が
苑

生
し
ま
す
。
何
時
お
そ
っ

τヘる
か
わ

か
ら
な
い
交
透
明
放
に
備
え
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
憶
さ
ん
だ

れ
も
が
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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(4) 

お
と
し
よ
り
の

楽
し
い

勲
章
勲
記
の
伝
達

昭和 4S:EF10年 20日し、らあおお

尊
い
戦
浪
者
に
対
し

輔 46愚

過
ぐ
る
大
戦
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た

軍
人
情
弔
問
聞
の
方
々
に
対
し
国
よ
り
叙
位

叙
耐
酬
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
次
の
一
一
五
柱
の
方
が
授

与
さ
れ
、
去
る
六
月
六
月
第
六
回
戦
没

者
叙
位
叙
蛸
伝
達
式
(
於
第
一
公
民

館
)
。
八
月
十
日
第
七
回
同
伝
達
式

(
於
役
場
会
議
室
)
念
行
な
い
加
藤
町

長
よ
り
G
泣
族
ひ
と
り
ひ
と
D
に
叙
位

勲
認
勲
記
が
伝
遥
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い

で
、
町
長
及
び
遺
族
会
長
か
ら
慰
霊
の

こ
と
ば
と
、
。
遺
族
の
ご
苦
労
に
対
し

励
手
レ
の
挨
拶
が
あ
り
式
は
と
ど
こ
お

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
欠
席
さ
れ
た
と
鴨
川
涙
に
は
、
逃

族
会
枝
川
判
、
佐
一
件
州
主
流
一
仏
は
が
む
家
庭

を
訪
問
し
詰
物
件
在
住
砧
し
て
ま
い

'つ
ど

睦
伍

h
v
長

h
v
hゲ

9
h
7
 

9
bグ

り

ま

し

た

。

。

'
h
F

大
洗
町
で
は
今
回
の
伝
達
で
削
即
刻
を

hv
伍

了
し
た
戦
没
者
は
、
三
五
六
柱
(
陸
纏

h
v
h
T

二
八
六
柱
、
一
般
箪
七
O
往
)
と
な
り
ま
タ
タ

し

た

。

ヂ

ヂ

第

六

回

タ

タ

勲
章
動
記
伝
謹
者
名
簿
ん
で
グ

陪

縄

戦

没

者

の

主

主

主

z

h

f

b

f

別

官

等

民

名

J
P
Z
4

弟一亘

h
V
L
F

陸
小
閑
海
野
次
回
内
服
六
何
回
位
一

9

9

9

大
尉
佐
藤
進
鳩
六
叙
位
一

9

9

9
曲

目

出

同

信

実

。

七

一

タ

ナ

h
r
h
y

森
山
常
江
ん
γ
ぢ

一

9
h
γ

hv
畑

中

飛

田

澄

夫

。

七

一

タ

ヂ

。
伍
小
閑
井
常
縫
ん
ゲ
ー
じ
一
タ
タ

h
T
h
v

田

山

勘

一

。

七

一

ヂ

タ

タ

ナ

山

一

戸

慎

一

ク

七

一

ヂ

ナ

米

川

守

旭

七

川
上
忠
次

b
y

七

架
橋
清
士
口
ク
七

庄
司
重
一
雄
タ
七

山
崎
一
太
郎
必
ず
七

柳

茂

ん

ゲ

七

雨

沢

竹

次

hv
八

雨

沢

勇

b
f

八

石
崎
芳
四
郎

b
v
八

井
上
長
吉

9
八

石
井
正
平
。
八

石

井

武

タ

八

大
内
英
男

hv
八

鬼

沢

実

ヂ

八

小
野
瀬
清
ク
八

大
川
給
一
郎

9
八

加
藤
英
五
郎

h
f

八

川
俣
福
太
郎

hv
八

川
上
清
次
ヂ
八

桜

井

光

bγ

八

桜
井
尚
一
ナ
八

F
本
氏
火
ぽ

hク
八

9 宇 .f/~~~1'?~伊ク宇宇? 4' ~ -1-シ-7-7-7-7-7m塾
? ? -? ~ ク -7 -7 -7 -7 -7 吾え -7 -7 -7 -7 -7 -7 -7 -7 -7 -7 ffi 

影
山
東
海
勇
旭
八

関
根
孝
震
一

9
八

高
柳
一
夫

b
v
八

回
日
正
蔵

9
八

飛
田
金
次
郎

h
v
八

飛
田
千
之
助

9
八

中
田
忠
助

9
八

仲
田
正
男

h
v
八

正

木

正

ヂ

八

柳
田
松
太
郎
ヂ
八

米

川

隆

h
v
八

石
崎
幸
四
郎

h
y

八

小
沼
平
八

h
v
八

大
野
正
好

b
v
八

大
久
保
笑

b
v
八

小
沼
一
二
次
郎

9
八

尾
鷲
一
一
茨
郎
タ
八

小
沼
畑
恒
松

b
v
八

小
野
瀬
猛

h
v
八

大

川

力

h
f

八

小
野
瀬
車
中
身

h
T
八

小
野
相
削
万
次
郎
b
y

八

議署

? ~シタタタ~ ~ 1-シ-7 -7 ~シタヂ.f;' ? ? l' -:.シタ-7 -7 rn霊
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